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Synopsis 

Leptocephali collec旬dby the sirasu fishery白血ed"Pa凶，-Amlfrom Kada， Wakayarna-city to Go恥-citywere examined 

taxonomically， and an annotated checklist of the species represented by these specimens is provided. As a result， a 

凶 包1of 16 species in 2 orders wi吐17白milieswere recorded. of which 6 species name. Elops hawaiensis. Albuu宮山lpes.

Coηger myriaster， C. j，ゅonicω，Muraenesox cinere附血dM bagio， were identined in也isresearch. We must investiga也

morphologically and geneti.伺lly，or need make conduct a c'叫旬rale却 eriment

Key word: Elopiformes. An四回:ormes.Leptocephalus. Iden曲 cation

序

レプトセフアルス型幼生(葉形幼生)期を経る

魚類には，カライワシ目，ウナギ目およびソコギ

ス目が知られている.日本近海では少なくとも 60

種以上のレプトセフアルス型幼生が出現するが，

これらのうち，種名の判明しているものはごく一

部であり，ほとんどが属， I科，科のいずれかの

範時で止まっている.

水園生態学研究室では近畿地方の数海域で出現

する仔稚魚の形態学的，分類学的研究を長年にわ

たり行って来ている.この中でレプトセフアルス

型仔魚の取り扱いは大まかであり，明確な種の特

徴を有しないものでは レプトセフアルス型仔魚

として一括表記される場合が多く，詳細な分類学

的検討がなされなかった.

このためここ 10数年に渡る紀伊水道域における

仔稚魚採集において，レプトセフアルス型仔魚の

出現種数の最も多かった2002年のサンプルに焦点

を絞って，形態学的・分類学的再検討を行った

材料および方法

サンプルは，和歌山市磯ノ浦西脇漁業協同組合

が和歌山市磯ノ浦から御坊市沖合で操業するシラ

スパッチ網瀬の漁獲物を用いた (F泡.1)_2002年2

月から 11月の聞に 15固にわたり漁船に便乗した

際，あるいは漁港に水揚げ時に採集した採集後

直ちに5%ホルマリン溶液で固定した採集物は

研究室に持ち帰り，外部形態の観察，総筋節数な

らびに魚体各部の計測を行った (Fig2).また，レ

プトセフアルス型仔魚で種の特徴を示す色素沈着

や最終垂宜血管の形状を観察した総筋節教は変

態を通じて成魚にいたるまで変動しない唯一の形

質で，成魚の総脊椎骨数にほぼ一致する 1) また，

最終垂直血管の位置は成魚のほぼ第 1尾椎骨の位

置に相当し，同定の有力な手がかりである. 筋節

数の計数ならぴに各形質の計測項目はFig2に示

したサンプルの一部は飼育実験に供した.なお，

日本産レプトセフアルス型仔魚については，沖山

宗雄編 (1鰯)1)日本産稚魚図鑑において集大成さ
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Fig，l Showing the map of the曲irasu-fishery(Patti-arni) ground. 
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Fig2 Me値目ementsand counts of charactぽsin Lep凶田，phalus
A:Meぉur凹 lentsof body parts. B: Count of myomere. 

れた感があり.筆者も種の同定の際には.これを

大いに参照したまた，総脊椎骨数のデータは波

戸岡(200))2)からヲ開した

結果と考察

レプトセフアルス型仔魚の分類方法については.

沖山(編) (1鰯)1)に従い，採集された938個体

を，目から科までの上位分類群の検索から始め，

次いで種の同定へと進めた.

目の検索

尾鰭は大きく，叉入する
| ・・カライワシ目 El叩正町m白

尾鰭→

|尾鰭は小さく，脊鰭・昏鰭と連続する
・・・ウナギ目Anguil出oロn田

カライワシ目の科の検索

背鰭後端下に位置する
| ーカライワシ科E1叩江:orm白

書鰭始部寸

|背鰭後端下より後方に位置する
一ソトイワシ科Albuli白e

ウナギ目の科の検索

消化管は直線状である
I •..••.•••.• Al 

消化管の形状→

| 消化管には膨出部または湾曲
部がある ・・・・・・・ A2

「胆嚢部は膨らまない ・・・・・・・ B

A1 ーイ

| 胆嚢部は顕著に膨らみ，その後方は太い
・・・ハモ科Muraenes叩血e

消化管の膨出部は2箇所
| ・・・・クズアナゴ科Ne悦部旬mati血e

A2寸

|膨出部は3箇所以上
・・・・・・・ウミヘピ科Op:凶由也i也e

「胸鰭が発達・・・・アナゴ科Con炉血e

B 寸

」胸鰭は退化的・・・ウツポ科Mur祖創出

種の同定

カライワシ科目順位の一種個岨血esp.;F:泡3)

サンプル :ID:)2年10月18日に和歌山市磯ノ浦沖で
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Fig. 3 Elopidae sp. (Eゆ'5hawaiensis) 

A:H回d.B: Part of last vertical bl∞dv回selC: Tail. 

体高は低い.

筋節はV字型を呈する.

各鰭は発達し，尾鰭は叉入する.

胸鰭は確認できない.

聖子鰭始部は庇門直後にあり，

は背鰭より短い.

⑦背鰭始部は紅門置上より前方にある.

色素沈着:①体側正中線下方の各筋隔付近に色

素胞が1つずつある.

書館後端上部から後方の各筋隔ご

とにほぼlつの体表性色素胞があ

る.

消化管直情上に虹門まで51個の体

表性色素胞がほぼ等間隔に並ぶ.

尾鰭基部と下葉の外縁部に体表性

色素胞がある.

同定本サンプルは普鰭が背鰭より小さく，その

始部は背鰭の後端下にあることから，望岡

その基底

②

③

④

⑤

⑥

 

② 

③ 

Table 1 Measurements and counts of characters in 
Elopidae sp. (Elo.ρ'5 hawaie悶 is).

C凶rac悦r
Meas町出nentMぬ且 ChぽacterCa1culal1姐 Mean 

(nun) va1凶
TL 37.01 37.01 TL/釦 1.28 1.28 

SD 28.86 28.86 τエ/SA 1.16 1.16 

SA 31.鎚 31.88 TL/HL 12.99 12.鈎

PD 8.15 8.15 TL/BD 8あ 8.26 

CL 5.13 5.13 E乱 /SL 3.31 3.31 

ADL 3.02 3唱但 HL/ED 4.75 4.75 

E江 285 285 HL/PO 2.05 2.05 

SL 0.86 0.86 HL/UJL 3.85 3.85 

ED 0.6 0.6 HL/乱 6.33 邑33

PO 1.39 1.39 Count of myomer唱
UJL 0.74 。74 TM 67 67 

PL 0.45 0.45 VBV last 46 46 

BD 4.48 4.48 PDM 54 54 

HD 1.65 1.65 PAM 61 61 

④ 

シラスパッチ網漁で採集されたl個体.

計測・計数結果 :Table 1に示す.

形態:①頭部を除き体は側扇する.
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Fig. 4 Albuli也esp. (A lbura neo，伊仰のca)
A: Head. B: Tail. 

Table 2 Measurements and counts of characters in 
Albulid田 sp.(Albula neoguinaica). 

Character 
Measurement 

Mean Char低 tぽ
Calculated 

Mean 
(皿n) va1ue 

TL 

SD 

SA 

PD 

CL 

ADL 

HL 

SL 

ED 

PO 

UJL 

PL 

BD 

HD 

61.26-57.63 59.22 TL/SD 1.38-1.29 1.33 

46品 43必 44.91 TL/SA 1.1山.06 1.08 

55訓日2.70 54.必 TL/HL 13，5ら11.16 12.36 

16.89-1325 14.61 TL/BD 13，62-10.54 11.64 

5:償問綿 4.77 HL/SL 3，5&-2.91 327 

11.29-9.06 9.84 E乱 /ED 3，86-3.35 3.64 

5.49-4.42 4.84 HL/PO 2，51-2.26 3.64 

1.55-1.45 1.48 HL/UJL 3.19-2.67 2.98 

1.64-1.10 1.34 HL/PL 5，534.21 4.75 

2.30-1.'ω 2.02 Cou且，tof my.ωnere 
1.80-1.47 1.62 TM 73-68 70 

1.13-D.94 l日2 VBV last 

5.73-423 5.15 PDM 54-53 53 

3.10-2.42 2.75 PAM 70-64 67 

(1袋砧)3)に従いカライワシE旬均 hawa間関

Reganと同定した，

付記:カライワシは変態期に入るまで胸鰭の出現

は見られないとされる3) 本種においても

胸鰭を有しておらず，変態期の個体ではな

いと思われる.

ソトイワシ科A1b叫idaeの一種(A1b叫idaeSP.) 

(Fig.心

サンプル :2002年10月18日と 10月21日に和歌

山市磯ノ浦沖でシラスパッチ網漁で採

集された4個体.

計測・計数結果:Tab!e 2に示す.

形態:①尾鰭は叉入しており，背鰭と啓鰭は融

合していない.

②体中央に腹鰭が存在する.

③消化管は体長の卯%以上ある.

④筋節はV字型を呈する.

⑤頭部吻端は丸味を帯びる.

⑥ 眼は大きい.

色素沈着:①第5-6筋節以後の筋隔復縁部に，

水平方向に長い色素胞が紅門まで

ほぼ断続的に並ぶa

②尾鰭基部と下葉の 1-2本の鰭条

に体表性色素胞がみられる.

③啓鰭基部に内在性の色素胞がある.

同定:サンプルの筋節数は68-73であり，ソト

イワシの筋節数と一致し，他の形質も全て

一致したため(望岡，羽田a)3)，ソトイワ

シAl拘laneoguinaica Va1encienn田のレプ

トセフアルスと同定した.

付記:近縁種のギスParothrissusgissu Hi腕ldorf

の筋節数はl∞以上である(望岡.l'俊治)3). 
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Fig.5 Murae町 田cidaesp.l (Muraenesox cinere附)
A: Head， B: Tail. 

Table 3 Measurements and counts of characters in 
Mur相 1田 ocidaesp.l (Muraenesox cinere附)• 

Character 
M回 sur四n目立

M凶且 Character 
Calcula1:f姐

Mean 
(mm) value 

TL 96α)..69.'ω 81.7 TL/釦 6.55-4.10 4.81 

SD 19.79-13.閃 17.01 TL/SA 1.8().1.33 1.42 

SA 66.悌 43.61 5757 TL/HL 15.04-10.33 12.1筋

PD 7821-52.66 6459 TL/BD 10..2Q.7.68 且.91

CL 34.75-17.63 24.08 HL/SL 3.83-2.55 2.98 

ADL 51.86-29.33 4051 HL/ED 且18-5.35 621 

HL 7.80-5.26 6.48 HL/PO 2..2Q.1.78 2 

SL 2.73-1.42 2.19 HL/UJL 3.1叫1.86 2.18 

ED 1.33-0.87 1.肪 HL/PL 3.89ド2.75 328 

PO 3.97-2.61 325 C01IDt of myomぽ官

UJL 3.a.2.05 2.99 TM 154-143 147 

PL 2.74-1.45 1.99 VBVlast 72-63 68 

BD 11.船-6.85 921 PDM 荻).18 22 

HD 4.89-3.12 3.77 PAM 1α)，78 84 

ハモ科 M町 aen田町idae

採集された 390個体において外部形態および色

素沈着に個体差はほとんど見られなかったしか

し，筋節数では 1個体を除きほほ1印であるのに

対し， 1個体だけ 128であったため別種とした

前者をハモ科sp.l，後者をハモ科sp2として，種

名の同定を行った.

ハモ科の一種 (Mur加 ¥esoci血e叩.1; Fig五)

サンプル:2(泊2年 9月18日， 10月18日 お よび

10月21日に和歌山市雑賀崎沖でシラ

スパッチ網漁で採集された389個体.

計測 ・計数結呆 :Tab1e 3に示す.
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形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭の発達は良く，胸鰭は大きい.

③消化管は頭部直後で細く，胆嚢部で顕

著に膨らみ，その後方で太い.

④最終垂直血管は，分枝するものとしな

いものがある.後者ではその手前の垂

直血管が前者の最終垂直血管と同等位

太い.

⑤背鰭始部は体の前方にある.

色素沈着:①第 10~15筋節以降の体側正中線

下方に. 1~7筋節ごとに筋隔に

沿って小黒色素叢をなすが，これ

らは内在性から体表性にまで及ん

でいる.

②消化管・胆嚢部には必ず存在し，

それ以降には 3~7つの密集帯が

ある.

③骨鰭・尾鰭基部に黒色素胞が存在

するが.背鰭には存在しない.

④心臓部には.内在性と体表性の黒

色素胞が混在する.

⑤上顎歯基部には黒色素胞が必ず存

在する.

同定:望岡 (1988b)4)のハモの記載における各形

Fig. 6 Muraenesぬd配 sp2(Muraenesox Bagio) 

質が一致したため，ハモMUTOImesox

cinereus (Fors血1)と同定した.なお変態

期と思われる個体も得られており，これら

では吻端は丸味を帯び，背鰭と虹門が前方

に移動を始めていた.

付記:望岡 (1錦 b)4)では最終垂直血管が分枝す

ると記載されているが，今回採集されたサ

ンプJレ中には分枝しないものあり，再検討

の必要がある.

ハモ科の一種 (Muraene剖 d白e叩.2;Fig.6) 

サンプル:2002年9月18日に和歌山市雑賀崎沖

でシラスパッチ網漁で採集された 1個

体.

計測・計数結果:Table 4に示す

形態:①ハモに酷似する.

②最終垂直血管は途中から分枝する.

色素沈着:①第7筋節以降の体側正中線下方で，

1~3筋節ごとに最終垂宜血管付

近まで円形のものが多く，それ以

後はハモと同様1~7筋節ごとに

筋隔に沿って小黒色素叢をなす.

②胆嚢部に色素沈着が見られ，これ

B 

同副

A: Head， B: P紅tof last ve此icalbl00d vessel C: Tail. 
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Table 4 Measurements and counts of characters in 
Muraenesocidae sp.2 (Muraenesox bagio 
Har凶lton).

Character 
Measurement 

Mean αlMacほrCalculated M飽且
(mm) value 

TL 

SD 
SA 
PD 

CL 

ADL 
HL 
乱

ED 
PO 

U]L 
PL 

BD 
HD 

73.66 73.66 TL/SD 4.19 4.19 

17.6 17.6 TL/SA 1.41 1.41 

52.42 52.42 TL/HL 12.36 12.36 

56.06 56.06 TL/BD 9.6 9.6 

21.24 21.24 HL/SL 2.67 2.67 

34.82 34.82 HL/ED 727 727 

5.96 5.96 HL/PO 2.16 2.16 

2.23 223 HL/U]L 2.05 2.05 

0.82 0.82 HL/PL 326 326 

2.76 2.76 Count of myomere 

2.91 2.91 TM 127 127 

1.83 1.83 VBVlast 56 56 

7.67 7.67 PDM 27 27 

旦.Ql 3.01 PAM 78 78 

以降にも点在するが，密集帯は形

成しない.

③啓鰭・尾鰭基部に黒色素胞が存在

するが，背鰭には存在しない.

④心臓部に6つの体表性色素胞があ

る.

⑤上顎歯基部には黒色素胞が存在す

る.

同定:サンプルは前記のハモに酷似しているが，

筋節数および色素沈着に相違が見られたた

め別種とした本サンプルの形質は望岡

(1鰯 b)4)の記載しているスズハモと全て一

致したこのため本種はスズハモ

Muraenesox島郡io(Hamilωn) と同定した

クズアナゴ科 Nett踊 ωma世也e

採集されたサンプル聞での各形質の変異は小さ

く，全て同一種とした望岡(H腿b)4)によると

クズアナゴ科の仔魚は以下の3属に分けられる.

①クズアナゴ属幼均stoma

体の前方の体高は高く，後方で低くなる.

虹門後方の正中根に，脊索を取り囲んで水

平方向に長い1つの黒色素胞がある.

② イトアナゴ属ぬtrenchelys

体は伸長し，体高は低い.頭部はやや短い.

③ Facciolella属

頭部は長く，葉形幼生後期まで短い吻軟骨

突起を持つ.日本からはまだ知られていな

Uミ

まず分布域から Fac，αiolella属の可能性はないと

恩われる.サンプルの体高は低く，体側正中線上

には約20個の黒色素胞があることからクズアナゴ

属にも当てはまらず，イトアナゴ属の l種

品urenchelys叩.であることが判明した

イトアナゴ属saut窃 rche加の一種 (5也lTenCh.e加

sp. ; Fig. 7) 

サンプル:2002年9月 18日， 10月18日 お よび

10月21日に和歌山市磯ノ浦沖でシラ

スパッチ網識で採集された36個体

計測・計数結果:Table 5に示す.

形態:①体は伸長し，頭部を除き側扇する.

②消化管は体長の 112より短く.2つの

膨出部がある.

③胸鰭は非常に小さい.

④最終垂直血管は分枝しない

色素沈着:①体側正中線に 19~24個の内在性

黒色素胞がほぼ等間隔に並ぶ.

②①の色素胞は脊索を取りまき，垂

置方向に長くて体表面まで伸びて

いるものもある.

③消化管では膨出部のみに見られる.

④頭部吻端に内在性および体表性色

素胞が見られる.

⑤後頭部には表面にまで伸びる内在

性色素胞が見られる.

⑥胸鰭基部に体表性色素胞が見られ

るが，他の鰭基部には無い.

同定 :本サンプルは望岡 (l988b)4)が記載してい

るホソイトアナゴ品urenchelyss.砂UTUS

(Lea) とイトアナゴ属 sp.1ぬ trenchelys

sp. 1によく似た.しかし，ホソイトアナゴ

とは各部筋節数でほぼ一致するものの，体

側正中線の色素沈着が約10個のみであり，

同一種とするには無理がある.一方，イト

アナゴ属 sp.1では各部筋節数が本種より

若干多いが，他の形質がほぼ一致した.ク

ズアナゴ科は筋節数変異が大きいため，本

サンプJレがイトアナゴ属sp.1と同一の可

能性は大いにあると思われる.望岡

(1銘8b)4)はこのイトアナゴ属叩・ lは

smi白血dC部 tle(1甥2)5) の Saurenchelys

sp. Eにほぼ一致するとしている.日本産イ
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A 

Fig.7 Saurenchelys sp. (Ne抗asωmati白e)
A: Head， B: Part of last vertical bl∞d vessel C: Tail. 

Table 5 Me鶴町巴mentsand counts of characters in 

Saurencheか'ssp. (Net凶 tomatidae). 

αtaracほf
Measu問 ment

Mean Char配 tぽ
Calculated 

M車車且
(田n) value 

TL 

SD 

SA 

PD 

CL 

ADL 

ロL
SL 

ED 

PO 

U]L 

PL 

BD 

HD 

77.34-32.83 61.92 TL/SD 6.144.53 5.33 

12，品-7.24 9.25 TL/SA 2.9~ト2.14 2必

31.07-14.90 24.93 TL/HL 18.08-11.77 15.33 

66，ω-39.79 54.46 TL/BD 2O.4~1l.97 16.03 

47.62-17.93 37 HL/SL 2.43-2.13 227 

21.52-13.24 16.31 E乱 /ED 6.144.59 5.35 

4.52-2.79 4.02 ロL/PO 3.leト2.38 2.71 

2.04-127 1.77 HL/UJL 2.1ら1.75 1.91 

0.8W.58 0.75 HL/PL 93-16.81 40.2 

1.86-D.94 1.5 Cou且.tofmyomere

2.52-1.54 2.11 TM 21(}.2(比 2fJ7 

02f同，ω 0.11 VBV切st 57却 52 

5.44-2.21 3.93 PDM 1ら13 13 

2.39-1.32 PAM 61品 57 

トアナゴ属魚類はイトアナゴS.~rasfer 

(Jordan and Snyder) のみでホソイトアナ

ゴの成魚は確認されていない.イトアナゴ

の総脊椎骨数は211であり，本種の総筋節

数にほぼ一致する.また，その分布は南日

本であることから，本種はイトアナゴのレ

プトケフアルス幼生の可能性は高いとみら

れるが，情報が絶対的に不足していること，

S凶血 andCastle (1田8)5) のSaurenchelys

sp. Eとの精査・比較も必要である.このた

め現段階ではイトアナゴ属の一種に留め置

く.

付記:ホソイトアナゴは沖縄近海からレプトケ

フアルス幼生のみが報告されており 41.成

魚の記載はない.

ウミヘピ科()phich由泊誕

消化管最大膨出部の位置により， 2亜科3種が

確認されたニンギョウアナゴ亜科 Myrophinae

から 1種，ウミヘピ亜科Ophich也泊記からは筋節

数および膨出部の個数の違いにより 2種が確認さ

れた.
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A 

トヲEr→

Fig. 8 Muraenichthys sp. (Myrophlnae， Ophicl曲idae)

A: Head，B: Pむ tof last vertical blood v由民lC: Tail. 

Table 6 Measurements and counts of characters in 
AゐIro.ρIkinaesp. (Op!uch由idae).

Charac民r
M回 sur四nent

Mean Character 
Calcu1a也d

Mean 
(mm) value 

TL 57.84 57.84 TL/釦 1.79 1.79 

SD 32.27 32.27 τ工/SA 1.75 1.75 

SA 33.04 33.04 TL/HL 15.63 15.63 

PD 25.57 25.57 TL/BD 10.27 10.27 

CL 24.8 24.8 乱 /SL 3.19 3.19 

ADL 0.71 O.π HL/ED 5.96 5.96 

HL 旦7 3.7 HL/PO 1.93 1.93 

SL 1.16 1.16 HL/UJL 2.23 2.23 

ED 0.62 0.62 HL/PL 8.22 8.22 

PO 1.92 1.92 Count of myomぽ E

UJL 1.66 1.66 TM 136 136 

PL 0.45 0.45 VBV1ast ω 60 

BD 5.63 5，臼 PDM 61 61 

HD 2.14 2.14 PAM 67 67 

ミミズアナゴ属の一種 (Mt4開励均穆叩.;Fig8) 

サンプル:2002年10月18日に和歌山市雑賀崎~

御坊沖でシラスパッチ網漁で採集され

た1個体.

計測・計数結果 :Table 6に示す

形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②体高はやや低い.

③消化管は頭部直後で細くなっておらず，

E門までに9箇所の膨出部がある.

④ 第3番目の膨出部が最も大きい.

⑤各鰭はやや発達し，尾鰭は鰭状をして

いる.

⑥最終垂直血管は分枝しない.

色素沈着:①尾部の体側正中線下方には内在性

の大黒色素胞をもたない.

②第7筋節以後の正中線下方に 1-

5筋節ごとの筋隔上に小黒色素胞

列があり， JJI門後方では所々に顕

著に長いものがある，

③消化管下方，曹鰭およぴ尾鰭に小

黒色素胞がある.

④消化管膨出部の背面のみに内在性

の色素胞が見られる.

⑤心臓部に6つの体表性色素胞があ

る.

⑥喉部には3つの内在性の色素胞が

ある.

⑦上下顎の基歯部に色素胞が見られ

る.

⑧後頭部に2つの体表性色素胞を有

する

同定本サンプルは望岡 (l988b)4)のミミズアナ

ゴMurtanichthysgymnotus Bleek，町のレプ

トセフアルスによく似た分布域も紀伊水
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Fig. 9 Ophichthinae sp.l (Op凶ch也idae)

A: Head. B: Part of last vertical blood vesseL 

Table 7 Measurements and counts of characters in 

Ophichthinae sp.l (Ophich出idae).

Charac匂r
Measurement 

Mean Char配 ter
Calculated M白血

(mm) value 

TL 

SD 

SA 

PD 

CL 

ADL 

HL 

SL 

ED 

PO 

UJL 
PL 

BD 

HD 

104.33-86.27 96.33 TL/SD 4.954.53 4.71 

22.14-19.02 20必 TL/SA 2.11).1.89 2.02 

52.<J3.42.65 47.54 TL/HL 18.79-諸島4 25.31 

82.1~725 74.41 TL/BD 15.9S-12.99 14.49 

52.2343.62 48.53 HL/SL 4.37-1.90 2，ω 
30.54-23，臼 28.6 HL/ED 3.93-5.且55 4.54 

5.55-3.15 3.94 HL/PO 4.5G-1.69 3.05 

1.65ト127 1.51 HL/UJL 3.7G-1.50 2.7 
1，α)..().79 0.85 HL/PL 3.7G-1.回 2.7 

1泌.(}.70 1.59 Count of myomere 
2.1(}'1.50 1.71 TM 151-148 149 

0，包'(}.54 0.57 VBV last 65-62 64 

aω石.98 6.69 PDM 13S-121 130 

3.13-2，∞ 2.48 PAM 67-65 66 

道沿岸域が含まれており，本種である可能

性が高い，他にニンギョウアナゴ亜科で総

脊椎骨数や分布域からオカムラウミヘピM

okamurai Mac1温daand Oh也やワカウナギ

Mha脚 J町白nand Snyd町の可能性も否

定できない.これらは全てミミズアナゴ属

Muraenichthysであり，本サンプルはミミ

ズアナゴ属のレプトセフアルス幼生である

と確信できるが，現段階で種名を同定する

までの情報がなく，ここではウミヘピ科ニ

ンギョウアナゴ亜科ミミズアナゴ属の l種

としておき，今後の研究に期待したい.

ウミヘピ亜科の一種 (OphichthinaeSP.1 ; F氾 9)

サンプル :2002年10月18日と 10月21日に和歌

山市磯ノ浦沖でシラスパッチ網漁で採

B 

ト一一→
~ 

集された6個体.

計測・計数結果:Tab!e 7に示す

形態:①体は長く，頭部を除き側肩する.

②体高は低い.

③消化管において頭部直後で細いが，JlI

門までに8筒所の膨出部がある.

④ 第2番目の膨出部が最も大きい.

⑤各鰭の発達は良くなく，尾鰭は肉質状

である.

色素沈着;①尾部の体側正中組下方で.JlI門よ

り後方に 7-9個の内在性大型色

素胞が見られる

②頭部後方よりほぼ却筋節まで1-

4筋節ごとに，それより後方では l

-5筋節ごとの筋隔上に小黒色素

胞列がある.

③②の色素胞列は①の色素胞上にあ

る筋隔では顧著に垂直方向に長い.

④暫鰭基底部に微小黒色素胞が見ら

れる.

⑤消化管の各膨出部に小黒色素胞が

ある.

⑥上顎歯基部に小黒色素胞が認めら

れる.

同定:本サンプルは第2番目の膨曲部が最も大き

いことからウミヘピ亜科の一種であること

が判明した本種は望岡 (1蜘 b)4)のウミ

ヘピ亜科sp2と外部形態や筋節数および色

素沈着が似るが，膨出部個数が7個である

のに対し，本サンプルでは8個であった.

同種聞で膨出個数に変異があるとは考えに

くい.そのため本種は望岡 (l988b)4)のウ
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Fig. 10 Ophich也inaesp.2 (Ophich出idae)

A: Head. B: Part of last vertical bl∞dv由民LC: Tail. 

Table 8 Measurements and counts of characters in 
Ophichthinae sp.2 (Ophi白血idae).

Charac怯~
Measurement 

Mean Char配 ter
Calculated 

Mean 
凶m) value 

TL 81.25 81.25 TL/SD 2.72 2.72 

SD 29.9 29.9 TL/SA 1.81 1.81 

SA 44.95 44.95 TL/HL 16.75 16.75 

PD 51.35 51.35 TL/BD 13.52 13.52 

CL 36.3 36.3 HL/SL 3.32 3.32 

ADL 15.05 15.05 E乱 /ED 邑3 邑3

HL 4.85 4.85 HL/PO 1.85 1.85 

8L 1.46 1.46 HL/UJL 2.65 2.65 

ED 0.77 0.77 HL/PL 8.81 8.81 

PO 2.62 2.62 Count of myomere 

U]L 1.83 1.83 TM 209 209 

PL 0.55 0.55 VBV last 87 87 

BD 6.01 6.01 PDM 66 66 

HD 2.34 2.34 PAM 98 98 

ミヘピ亜科叩2とは別種とした

付記:総脊椎骨数・分布・生息場所2)から本種の

親魚である可能性のあるウミヘピ亜科魚類

には，クロウミヘピSpJu砲，?ebm舵 huskuro 

Kuro也，ゴマウミヘピAρterichtusmoseri 

(Jordan and Snyder) ，ソラウミヘピ

uiuranω semicinctus (Lay and Bennett)， 

モンガラ ド ウ シ 匂，hicthuserabo (J ordan 

and Synder)，ワヌケモンガラド ウシO.

ρolyophthalmω(Bl~町)，およびホウライ

ウミヘピO.evet明anniJc凶皿andRirhar色町1

などであるが，特定の種に絞り込む有力な

知見は現段階では無い.

ウミヘピ亜科の一種 (M旧宮e凶naesp. 2; F:氾 10)

サンプル:2002年 10月18日に和歌山市磯ノ浦沖

でシラスパッチ網楓で採集された 1個

体

計測・計数結呆:Table 8に示す

形態:①体は長く，頭部を除き側肩する.

②体高は低い.

③消化管は頭部直後で細く， JII門までに

7箇所の膨出部がある.

④ 第2番目の膨出部が最も大きい.

⑤胸鰭・背鰭・啓鰭はそこそこに発達し，

尾鰭はあまり発達しないが肉質状では

ない.

⑥最終垂直血管は途中で2本に分枝する.

色素沈着:①紅門後方の体側正中線下方に5つ

の内在性で，水平方向に長い大型

色素胞カ雪存在する.

②第23筋節以降にはほぼ断続的に小

黒色素胞が見られ，特に①上では

垂直方向に長い.
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③暫鰭・尾鰭基底部に徴小黒色素胞

を認める.

④消化管膨出部の上部縁に体表性，

側面には内在性の黒色素胞が体表

にまで浸出している.

⑤喉部側面の消化管付近に体表性の

ものが5つ，内在性のものが2つ

ある.

⑥上顎歯基部および下顎基部付近に

内在性黒色素胞を有する.

同定本サンプJレも消化管の第2番目の膨出部が

最も大きいことからウミヘピ亜科の l種で

あると思われる.前記のウミヘピとは筋節

数に大きな差が見られ膨出部の個数にも違

いがあるため別種とした

付記:本種の総筋節教と日本産ウミヘピ亜科の総

脊椎骨数が一致，または近い種にはヒモウ

ミヘピCallechelys00.ωωm凶(剖meid町

血 dForst町)とダイナンウミヘピOphisurus

m舵 'TO幼少u:hωBleek町の2種があげられ

る2) 後者の紅門は体長のほほ中央に位置

するのに対し，前者ではより後方にあるこ

と総脊椎骨数が本種の総筋節数より幾分

少ないこともあり，ヒモウミヘピの可能性

は低いと思われる.後者では虹門の位置も

体のほぼ中央であり，総脊椎骨数と総筋節

数とも一致する.また紀伊水道沿岸にも生

Fig.11 Ariosoma sp. (Congridae sp.l) 

息しており，このことから本サンプルはダ

イナンウミヘピのレプトケフアルスの可能

性は極めて高い.しかし.ダイナンウミヘ

ピのレプトケフアルスに関する情報は皆無

であり.このため本種をウミヘピ亜科の l

種に留めおく.

アナゴ科Congr姐ae

本科の仔魚は多くの形質で広く変異が見られ，

種の特徴づけが困難とされている4) 採集された

仔魚について，体側表面の色素沈着から見ると，

筋隔上に斜めに縦走する l列の小黒色素胞列があ

る個体が見られ，これはホンメダマアナゴ亜科ゴ

テンアナゴ属Ariosomaに特有のもので明確に判

別できたそれ以外の種では丸い色素沈着が体軸

に沿って列をなしているサンプルをアナゴ科sp.l

とし，この色素沈着が体の後方のみ，あるいは全

く無いサンプルをアナゴ事叩.2としたまた，大

型の中央部が淡い色素胞をもっサンプルで，筋節

数に20個以上の差があるものを別種とし.それぞ

れアナゴ科叩3とsp.4として同定を行った.

ゴテンアナゴ属の一種 U焔 8捌 α叩.:F氾 11)

サンプル:2002年4月20日に和歌山市磯ノ浦沖

でシラスパッチ網漁で採集された 1個

B 

局m4

A: Head， B: Part of last vertical blood vessel， C: TaiL 
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Table 9 Measurements and counts of characters in 
Ariosoma sp. (Congridae). 

Charac也Z
Measurement 

M回且 Character 
Calculau姐

Mean 
(mm) value 

TL 128.5 128.5 TL/SD 1.29 1.29 

SD 鈎'.44 99斜 TL/SA 1.4 1.4 

SA 91.59 91.59 TL/HL 29.34 29.34 
PD 29.06 29!侃 TL/BD 11.04 11.04 

CL 36.91 36.91 HL/SL 4.29 4.29 

ADL 7.85 7・邸 HL/ED 3.95 3.95 

HL 4.38 4.38 HL/PO 1.95 1.95 

SL 1.02 1，似 HL/U]L 

ED 1.11 1.11 HL/PL 

PO 2.25 2.25 Count of myom官官

U]L TM 115 115 

PL VBVl田 t 56 56 

BD 11.64 11.64 PDM 79 79 

HD 3.64 3，似 PAM 72 72 

体.

計制・計数結果:Table 9に示す.

形態:①体は伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭の発達はほど良く，背鰭始部は暫

鰭始部より後方にある.

③消化管は頭部後方で細いが，第10筋節

以降ではしだいに太くなり，第20筋節

以後では再び細くなり紅門まで至る.

④頭部吻端はやや丸い.

色素沈着:①体側正中糠下方に筋隔に沿って斜

めに縦走する 1本の小黒色素胞列

がほぼ全ての筋節上に存在する.

Fig. 12 Congridae sp.2 (Co昭 'ermy1'iaster) 

A: Head， B: P紅 tof last vertica1 bl00d v師団L

②消化管での黒色素胞は第7筋節か

ら胆嚢後方までの底面に 1列をな

し，それ以後紅門までは背面に列

をなして現れる.

③昏鰭・尾鰭基部にも見られ，背鰭

では体後端から 20番目の鰭条以後

の基部に現れる.

同定本サンプルは体側表面に独特の色素沈着を

持つ(色素沈着①)ことからゴテンアナゴ

属 Ariosomaのl種であることは明確であ

る.また，望岡(1伺8)4)のニラミアナゴ属

(後にゴテンアナゴ属に改正)sp.5によく似

ている.牧野・藤井(未発表)も南紀沿岸

から同一種を記録している.両者はこれを

Castle (1964) 6)が南太平洋から L.Ariosoma 

scheelei (Strormnan) として報告した仔魚

に相当すると述べている.ただ，本サンプ

ルと上記では一点だけ相違点が見られた

上記報告では，体側の背縁部にも背鰭始部

のやや前方まで小黒色素胞があるとされて

いるが，本サンプルには認められなかった.

しかし，それ以外の形質は一致したため同

一種もしくは近縁種である可能性は大いに

ありえる.しかし，本種の総筋節数に一致

もしくは近いゴテンアナゴ属魚類は，日本

からは知られていない.とのためここでは

B 
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ゴテンアナゴ属の l種Ariosoma叩・に留め

置く.
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Table 10 Measurements and counts of characters in 
Congridae sp.l (Cangel' myriastel'). 

付記:牧野・藤井 (1979，未発表)は活魚飼育を

行ったものの種名の同定には至っていない.

活魚を入手し，飼育観察を行うことにより

変態過程を知るとともに成魚にまで飼育で

きれば種名の同定に大いに役立つであろう.

Charac匂T

TL 
SD 
SA 
PD 

CL 
ADL 
E江，

SL 
ED 
PO 

U]L 
PL 
BD 
HD 

Measurement Mean (mm) 

123.43-85.98 1052 

73.91-51.68 63.98 

108.57.go23 93.03 

51.48-33.43 4123 

14.23-7.39 12.17 

34.22-22.22 29.05 

6.34-4.78 5.76 

1.94-1.38 1.ω 

1.44-0.88 124 

3.41-1.92 2.82 

2.84-2.∞ 2.34 

2必 .().94 1.88 

13.98-8.33 11.26 

Character 
Calcula包d

Mean 
va1ue 

TL/SD 1.67-1.66 1.66 

TL/SA 1.14-1.07 1.11 

TL/HL 19.47-17.99 18.65 

TL/BD 10.3U.83 9.11 

HL/SL 3.46-327 3.34 

ロL/ED 5必 4.40 5.08 

HL/PO 2.4'lト1.86 2.33 

HL/U]L 2.3lト223 2.26 

HL/PL 
Cαmt of myomere 

TM 14.';ト138 141 

VBV last 54-50 51 

PDM 7E泌7 73 

PAM 122-105 117 

アナゴ科の一種 (Cor唱ridaesp.l ; F氾 12)

サンプル:2002年2月15日と 4月20日に和歌山

市磯ノ浦沖でシラスパッチ網漁で採集

された473個体

計測・計数結果:Table 10に示す

形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭の発達は良く，胸鰭は大きい.

③消化管は直線状で体長の3/4以上ある.

④頭部吻端は丸い.

⑤最終垂直血管は分枝しない.

Fig. 13 Early development in血e回 meindividual of Com伊 l'mynastel'. 

A: four days later in capti叫ty(85mm TL); B; just after metamorphosis; C: six days 
later (7.加lffiTL); D: 12 days later (69 mm); E: 24 days later ω4 mm TL). 
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色素沈着:①体側正中線下方に 1-6筋節ごと

に色素沈着が見られ，体軸に沿っ

てl列をなす.

② 第9から 12筋節以降から紅門まで

の消化管直上に 1-3節ごと 1個

ずつ並ぶ.

③背鰭末端基部，暫鰭および尾鰭に

も小黒色素胞がみられる.

④喉部にも約4個の体表性色素胞が

見られる.

同定:本サンプル臼明白e叩.2は望岡 (1鰯 b)4)

のマアナゴC01酔 rmyt加:ter(8肥 V∞t) に

各形質が一致したa また，活魚の飼育観察

(Fig.13)においても本サンプルはマアナゴ

のレプトケフアルスであると同定した.

追記:浅野他 (19抱)9)は活魚の飼育実験から本種

の変態過程を詳細に分析している.また，

窪田 (1錦8)10)は多数の標本の解析から本種

の生体・成長ならびに変態に関する詳しい

研究を行っている.

Fig.14 Co昭 rid鵠叩.3(Co噌 -erja.ρon化ω)

アナゴ科の一種(Congri也esp.2:F沼.14)

サンプル:翻2年2月15日と 4月却日および4

月30日に和歌山市磯ノ浦沖でシラス

J'(ッチ網漁で採集された 16個体

計測・計数結果:Table 11に示す

形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭の発達は良く，胸鰭は大きい.

③消化管は直線状で体長の3/4以上ある.

④頭部吻端は丸い.

⑤最終垂直血管は分枝しない.

色素沈着:①体側正中線上に全く無いが，後方

に僅かに見られる個体もある.

②第8から第 12筋節から紅門までの

消化管背面に小色素胞が1-5筋

節ごとに l個の割合で見られる.

③背鰭末端基部，瞥鰭および尾鰭に

も小黒色素胞が見られる.

④喉部には O~3個の色素胞が見ら

れる

同定:本サンプルCαJ.grI白e叩.2は望岡 (1988)4)

のクロアナゴαngerj，ゆonzcωBleek町に各

B 

A: Head， B: Part of last vertical blood vessel， C: TaiL 
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Table 11 Measurωnents組 dcounts of characters in 

Congridae sp.2 (Conger japonic附). 

Charac也r
Me園町田nent

Me唱n Ch且racter
Calculated M回且

(田n) value 

TL l∞.α)..81.13 ω1.85 TL/SD 1.6eト1.59 1.62 

SD 62.74-49.18 55.53 TL/SA 1.13-1.10 1.12 

SA 90説}'71.82 79鎚 TL/HL 18.42-17.67 18.11 

PD 39.93-30.36 34.32 TL/BD 11.81-10.10 10.97 

CL 12.45-8.53 9.97 HL/SL 3.59-3.31 3必

ADL 30.43-21.12 24.35 HL/ED 4.1G-3.88 3.92 

HL 5.43-4.59 4.83 HL/PO 2.61-2.06 2.43 

SL 1.64-1.28 1.48 HL/U]L 2.31・2.25 228 

ED 1.4G-1.12 1.24 HL/PL 

PO 2.@'1.76 2.11 Count of myomere 

UJL 2.41-1.99 2.15 TM 144-136 139 

PL 1.69-1.04 1.41 VBV凶st 53-48 52 

BD 9.91-6.87 8.41 PDM 7S-72 74 

HD PAM 12G-113 116 

形質が一致した.また，活魚個体の飼育の

結果からも.本タイプはクロアナゴのレプ

トケフアルスであると同定した (Fig.15). 

追記:本種のレプトセフアルスと変態については

落合他 (1978)11)で詳しく述べられている，

アナゴ科の一種(Congridaesp.3 ; Fig. 16) 

サンプル:2002年 10月18日および10月21日に

和歌山市磯ノ浦沖でシラスパッチ網撤

で採集された4個体

計測・計数結果:Table 12に示す.

形態:①体はやや伸長し，頭部を除いて側扇す

る.

Fig. 15 Conger japo抑制bredおrthe 120 day百台omthe capture (155 mm  TL). 

Br-一一一一てでて〉

Fig. 16 Congridae sp.3 

A: Head， B: Part of last vぽ ticalblood vessel. C: Tail. 
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Table 12 Measurem阻 ts釦 d∞山tsof characters in 
Congridae sp.3. 

Charac也r
M四割立国nent

M回且 Character 
Calcula1:f迅

Mean (mm) value 

TL 

SD 

SA 

PD 

CL 

ADL 

HL 

SL 

ED 

PO 

UJL 

PL 

BD 

HD 

75.08-52必 58.77 TL/SD 2.75-2.04 2.34 

34.32-25.71 28.67 TL/SA 1.3Eト1.'偲 12 

69.36-45.16 5726 TL/HL 18.α)，，1128 15.78 

48.57.26.74 37筋 TL/BD 13，停-9.40 10.87 

19.82-5.72 1021 E乱 /SL 3.57-3.'ω 321 

35.04-19.必 24.河 HL/ED 4.67-3.76 3.98 

5.46-3.92 422 HL/PO 22与2.08 2.17 

1.53-1.24 1.31 HL/U]L 2.20-1.68 1.88 

1.11.().87 1.03 HL/PL 1.43-0.87 1.12 

2.76-1.78 2.14 Count of myomer浬

2.48-1.86 2.19 TM 176-171 173 

L必.0.87 1，ω VBVlast 59-38 48 

6.99-5.∞ 5.65 PDM 51-40 46 

3.40-2.36 2.89 PAM 1ll.92 96 

②尾鰭は発達するが，他の鰭の発達は良

くない.

③体高はやや高い.

④消化管は紅門までほぼ一定の太きで，

全長の約4/5を占める a

⑤頭部吻端はそこそこ尖る.

⑥最終垂直血管は 1本で分枝しない.

色素沈着:①第1O~ 14筋節以後で.体側正中

組下方に 3~7筋節ごとに大型で

円形の淡い黒色素胞が見られる.

②消化管上に体表性色素胞が 1~6

筋節ごとにあり.紅門まで続く.

③各鰭基部には見られない.

④頭部吻端に体表性色素がある.

⑤上顎基部に体表性色素を有する個

体もいる.

⑥心臓部には 3~4個の体表性色素

カまある a

同定:本サンプルは望岡 (1錦8)4)のクロアナゴ亜

科sp.3に似た色素沈着に若干の相違点が

見られたまた，筋節教が本種で却個以上

多いことから同一種の可能性は低いと思わ

れるが，近縁種の可能性は高くクロアナゴ

亜科Congrinaeの1種とした

付記:本サンプルの総筋節数と日本産クロアナゴ

E科臼19lInaeの総脊椎骨数2)に一致もし

くは近く，分布域で重なる種には，ヒモア

ナゴAcromycternezumi (Asano)とニセツ

マグロアナゴBathyco唱狗lSbaranesi Ben-

Tu吋aが認められる.前者の成魚では口裂

後端は眼に達する程度であるが，本サンプ

ルでは眼の前縁を越えている.後者ではこ

の点で一致しており，ニセツマグロアナゴ

の可能性が高いと言わざるを得ない. しか

し，両者のレプトケフアルスに関する情報

は皆無である，そのため現時点ではクロア

ナゴE科の l種に留めておく.

アナゴ科の一種 (ωngd卸 sp.4; Fig. 17) 

Fig.17 Head of Congridae sp.4. 

サンプル:2002年10月21日に和歌山市磯ノ浦沖

でシラスパッチ網漁で採集された l個

体.

計測・計数結呆 :Table 13に示す

Table 13 Me鎚 urem阻 tsand counts of characters in 
Co暗記配sp.4.

Charaιter 
M関 surement

Mean Cha:百ι包r
Calculau姐

Mean (mm) value 

τ'L 50.63 50.63 TL/SD 1.84 1.84 

SD 27.‘55 27.55 TL/SA 1.07 1.07 

SA 47.31 47.318 TL/HL 12.91 12.91 

PD 23.08 23.08 TL/BD 9.17 虫17

CL 3.32 3.32 HL/SL 3.35 3.35 

ADL 19.76 19.76 HL/ED 4.36 4.36 

HL 3.92 3.92 HL/PO 2.74 2.74 

SL 1.17 1.17 HL/UJL 224 2.24 

ED 0.9 0.9 HL/PL 4.67 4.67 

PO 1.85 1.85 Count of myomere 

UJL 1.75 1.75 TM 197 197 

PL 0.84 0.84 VBVlast 

BD 5.52 5.52 PDM 49 49 

HD 2.36 2.36 PAM 155 155 

形態:①外部形態はアナゴ科sp.3に酷似する.

②尾部は細くなる.

③各鰭の発達は良くない.

④消化管は長く，全長の4/5以上である.

⑤頭部吻端はやや尖る.

⑥最終垂直血管は個体の損傷のため確認

できなかった.
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色素沈着:①第 13筋節以降の体側正中組下方に

2~7筋節ごとに中央部が淡い大

型黒色素胞がある.

②第6筋節以降の消化管直上，また，

第54筋節以降から紅門までには消

化管直上および消化管側面に①と

同様の色素胞がある.

③背鰭・啓鰭と尾鰭の融合部付近に

小黒色素胞を認める.

④心臓部に l個の体表性， 3個の内

在性の色素胞がある.

⑤上顎歯基部にやや大きい内在性の

色素胞が体表にまで伸びる.

⑥ 眼下部にも大きい体表性色素が見

られる.

同定:本サンプルは前記のアナゴ科叩3と外部形

態がよく似ており，さらに色素沈着では望

岡 (1錦8)4)のクロアナゴ亜科sp.3によく似

ていたしかし，総筋節数でa個以上本サ

ンプJレで少なく，同一種ではないものの近

A 

F泡.18 Muraeninae sp.l 

縁種の可能性は極めて高いと思われ，クロ

アナゴE科の一種とした

付記:本サンプルの総筋節数と日本産クロアナゴ

亜科で総脊椎骨数が近い種は2). アイアナ

ゴUraco増rerkpturus (Richardson) のみ

で，総脊椎骨数が加3~獅個で若干多い

が，尾部の形態は似ている.また，u.
砂ringinusGinsburgと外部形態および色素

沈着が酷似している 7)ことから本種はアイ

アナゴ属である可能性は大いにあり得る.

日本産アイアナゴ属魚類はアイアナゴのみ

であることから本タイプはアイアナゴのレ

プトセファレス幼生である可能性は大いに

ある.しかし種名の決定にはもうひとつ

情報が不足しており.クロアナゴE科の l

種としておく.

ウツボ科 Muraenidae 

背鰭と曹鰭の始部は体の後端近くにあり，曹鰭

B 

屈d

A: Head， B: Pa討 oflast vertical blood vessel. C: TaiL 
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始部が虹円から離れているウツボ類は全てキカイ

ウツボ亜科Ur，叩町YgUnaeの特徴であるのに対

し，背鰭始部は紅門のはるか前方にあり，骨鰭始

部は虹門のほぼ産後にあるものはウツボ亜科

Mぽa自由taeの特徴である 8) 採集された全てのサ

ンプルはウツボE科のレプトセフアルス幼生であ

ることが判明した

採集サンプルは次の3つに分類された.吻部に

おいて先端が丸く，色素沈着の無いものをウツボ

亜科sp.l，吻端はやや尖り，脊髄覆面に内在性色

素胞を持つものをウツボ亜科sp.2，吻端は尖り，

上下顎に色素胞を持つものをウツボ亜科叩3とし

て，それぞれ種の同定を行った

ウツボ亜科の一種 (Mur配国naesp.l ; Fig. 18) 

サンプル:2002年10月18日に和歌山市雑賀崎沖

でシラスパッチ網識で採集された 1個

体.

計測・計数結果:Table 14に示す.

形態:①体は伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭はあまり発達しておらず，胸鰭は

退化的で小さい.

③体高はほどほどに高い.

@消化管は頭部直後で細いが，第15筋節

以降虹門まで少し太くなる.

⑤瞥鰭始部は紅門に近く，背鰭始部は紅

門前方にある.

⑥頭部吻端は丸い.

⑦最終垂直血管は分枝せず，その手前の

血管も太い.

Table 14 Measurements and∞unts of characters in 
Muraeninae sp.l. 

Charac民r
M飽 sur四n阻 t

Mean Character 
Calcu1ated 

Mean 
(mm) value 

τ'L 62.27 62Zl TL/SD 2B7 2.57 

SD 24.36 24~掲 TL/SA 1.45 1.45 

SA 43.24 43.24 TL/HL 16.34 16.34 

PD 38.37 38.37 TL/BD 7.21 7.21 

CL 18.88 18.88 HL/SL 2.76 2.76 

ADL 19.49 19.49 HL/ED 6.4 6.4 

HL 3.84 3β4 HL/PO 2JYl 2JJl 

SL l.39 1.39 HL/U]L 2必 2.43 
ED 0.6 0.6 E王L/PL 忽B9 22B9 

PO l.85 1.85 Count of myomere 
U]L l.58 1.58 TM 128 128 

PL 0.17 。17 VBVlast 71 71 

BD 8.7 8.7 PDM 45 45 

HD 2.94 2.94 PAM 83 83 

色素沈着:①体側表面には全くない.

②背鰭と昏鰭および尾鰭基底部に極

小色素胞が見られる.

③頭部には後頭部背面に却個.喉部

に9個，偲蓋部に7個および頬部

に6個の小色素胞カむ存在する.

④消化管に極小色素胞がある.

⑤脊髄腹面②内在性色素胞がある.

同定:多部田8)によると 本サンプルに該当する

種はない.

付記本サンプJレの総筋節数が日本産ウツボ亜科

魚類の総脊椎骨数に一致，または近い種は

10数種におよぶ2) ウツボ科は成魚，仔魚

とも種聞による形態的差異が少なく.多く

の点で類似することから同定が困難であ

り8). 総脊椎骨数が重複している種も多く，

本サンプルはウツボ亜科叩1として留めざ

るを得ない.

ウツボ亜科の一種 (M世相也taesp.2 ; Fig.19) 

サンプル:翻2年10月18日に和歌山市磯ノ浦沖

でシラスパッチ網漁で採集された3個

体.

計測・計数結果:Table 15に示す.

形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②各鰭の発達はあまり良くなく，特に胸

鰭は退化的で非常に小さい.

③体高はやや高い.

④消化管は頭部直後は細く，第11筋節か

ら紅門までは少し太くなる.

⑤啓鰭始部は紅門から近く，背鰭始部は

紅門前方にある.

⑥頭部吻端はやや尖る.

⑦最終血管は分枝せず，その手前の血管

も太い.

色素沈着:①体側表面には見られない.

②軍事鰭基底部にはほぼ断続的な黒色

素胞があり，背鰭基底部において，

その始部では粗く，後方部では密

になる.

③後頭部背面，鯉蓋付近および心臓

部に体表性色素が見られる.

④後頭部中央付近に2個の内在性色

素胞がある.
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A B 

匂E4

Fig.19 Mur配 ninaesp2 
A: Head， B: Part of last vぽ ticalblood vessel， C: Tail 

Table 15 Measurements皿 dcounts of characters in 

Muraeninae sp.2. 

Charac住吉

TL 

SD 

SA 

PD 

CL 

ADL 

HL 

SL 

ED 

PO 

U]L 

PL 

BD 

HD 

Me筒 urement
Mean Character 

Calculated 
Mea且

凶m) value 

54.57-4921 51.97 TL/SD 3.79-3.36 3.51 

16.07-12.99 14.85 TL/SA 1.41-1.37 1.38 

40.3S-35.87 38.ω TL/HL 16.0ら15お 15.6 

38.尽日622 37.11 TL/BD 8.17-7.鉛 8!ω 

14.19-13.34 13.飽 HL/SL 3.3G-2.59 3.04 

24.31-22.51 23.33 E乱 /ED 4.47-3.的 4.2 

3.4G-3.19 3.33 HL/PO 2.8G-2.14 2.37 

1.23-1.03 1.1 HL/U1L 1.88-1.62 1.78 

0.8W.76 0.79 HL/PL 26.15-2429 25 

1.5与1.14 1.43 Count of myomere 

1.97-1.81 1.88 TM 133-l3l 132 

0.IW.13 0.13 VBV last 75-74 75 

6俗喧26 6.47 PDM 33-29 31 

2.91-226 2.58 PAM 86 86 

⑤上顎歯基部に内在性色素胞がある.

⑥心臓部下方の色素胞は，ほほ断続

的に消化管下面を経て紅門まで至

るが，後方では粗となる.

⑦胆嚢部付近から消化管の上面にも

小黒色素胞が現れ， JJI門まで至る.

⑧脊髄腹面に沿って内在性の黒色素

胞が見られる.

同定:本サンプルは多部回 (1兜8)B)のウツボ科

sp.2に色素沈着がよく似ているものの各部

の筋節数に大きな差があり同一種ではない.

既報に該当種は見られず，ウツボ亜科叩2

として留めおく.

付記本サンプルの総筋節数と日本産ウツボE科

魚類の総脊椎骨数が一致または近い種は却

種弱に上るが2) 本サンプルの出現が10月

であるうえ，水温条件などを加味すると，

琉球列島や奄美諸島に分布する種は除かれ

ると恩われる.これらを除いても総筋節数

と総脊椎骨数が重複する種が複数あり，種

の同定は不可能である. したがってウツボ

E科sp2として留めおく.
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Fig. 20 Muraeninae sp.3 
A: Head， B: Part of last vertical bl∞d vessel. C: Tail. 

Table 16 Measurements and∞山tsof characters in 
Muraer由Iaesp.3 

Charac陰Z
Measurement 

M飽且 Cbむacter
CaIαuab:姐

Mean (mm) value 

TL 55.61-52.24 53.93 TL/SD 3.94-3.68 3.81 

SD 14.19-14.10 14.15 TL/SA 1.44-1.32 1.38 

SA 39.51-38.1ω 39.1 TL/HL 18:鋭l-16.53 17.75 

PD 41.51-38.05 39.78 TL/BD 6処-6.86 6.88 

CL 16.92-12.73 14.却 HL/SL 3.40-3.22 旦31

居可

④啓鰭始部は虹門のほぼ直後にあり，背

鰭始部は軍事鰭始部より前方にある.

⑤消化管は頭部直後は細いが，第14筋節

からは少し太くなる.

⑥頭部吻端は尖る.

⑦最終垂直血管は分枝せず，これに重な

る手前の血管も太い.

ADL 26.78-24.的 25.68 HL/ED 4.1ι4.13 4.15 色素沈着:①体側表面には見られない.
HL 3.16-2.93 3.05 HL/PO 2.24-2.15 2.2 

SL 0.93-0.91 0.92 HL/UJL 1.61 1.61 

ED 0.76-0.71 0.74 HL/PL 19.75-16.28 18.02 

PO 1.47-1.31 1.39 Count of myomere 

UJL 1.96-1.82 1.89 TM 123-121 122 

PL 0.18-0.16 0.17 VBVlast 71l-70 74 

BD 8.0ら7.61 7.84 PDM 33-32 32 

HD 2.44-2.27 2.36 PAM 83-80 82 

ウツボ亜科の一種 (Muraeninaesp.3 ; Fig. 20) 

サンプル:.:n:>2年目月 18日に和歌山市磯ノ浦沖で

シラスパッチ網漁で採集された2個体.

計測・計数結果 :Table 16に示す

形態:①体はやや伸長し，頭部を除き側扇する.

②体高はやや高い.

③各鰭の発達は良くなく，特に胸鰭は退

化的で小さい.

②背鰭と昏鰭始部から約80%後方の

基部から尾鰭にかけて黒色素胞が

ある.

③消化管において始めの細い所には

存在せず，胆嚢部では下面に等間

隔に現れ，その後方では，上面で

にほぼ等間隔に現れる.

④後頭部背面の約 10個の体表性色素

胞が見られる.

⑤上顎歯基部とそのやや上方に体表

性色素胞が見られる.

⑥下顎先端から基部までにほぼ等間

隔に5個の体表性色素胞が見られ

る.

⑦ 喉部にも色素沈着が見られるが，
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消化管には至らない.

⑧約l∞筋節を超えた辺りから脊髄

腹面に内在性色素胞が見られる.

同定:本サンプルは多部回 (1錦8)B)のいずれにも

当てはまらず，他の情報も皆無であること

から，ウツボ亜科sp.3としておく.

付記:本サンプルの総筋節数と日本産ウツボ亜科

魚類の総脊椎骨数が一致または近い種は 10

種弱であるが2)，ウツボE科sp2と同様に

本種の出現が10月であり.水温条件などを

加味しても総筋節数と総脊椎骨数が重複す

る種が複数あり，種の同定は不可能である.

したがってウツボ亜科sp.3として留めおく.

追記:最近，ウツボ類において，飼育実験から，

紀伊水道域において出現する可能性のある

アミウツボGymnothoraxminor 12)とタケウ

ツボS的 ρhidonuiゆが，さらに形態学と遺

伝情報を基礎としてモヨウキカイウツボ

Scuticaria砲nna14)のレプトセフアルスと

成体との関係が特定された.

総括と今後の課題

2002年の 1年聞を通じて紀伊水道域で採集した

938個体のレプトセフアルス型幼生は2137科 16

種に分類されたが，このうち種名の判明した魚類

は6種にとどまったこれらはすでに報告されて

おり，新たに種名まで同定されたレプトセフアル

ス幼生は無かったが，種名にまでかなり肉薄した

ものもあった.このようなレプトセフアルス幼生

ではあと少しの情報が得られれば種名にまでたど

り着けると思われる今後とも地道な採集と，そ

れから得られる情報の蒐集を積み重ねることが必

要であると考えられるなお，飼育実験や遺伝学

的手法からの情報を大いに用いる必要があろう.
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